
鼻
はな

が 多
おお

ければ、仕
し

事
ごと

が 楽
らく

に なる

　あるところに、トロンゴという 子
こ

ゾウが いました。トロンゴは、

母
かあ

さんゾウや ほかの ゾウの 家
か

族
ぞく

に 囲
かこ

まれて、サバンナで 育
そだ

ち

ました。トロンゴの 群
む

れは、食
た

べ物
もの

を さがしながら 草
そう

原
げん

を 移
い

動
どう

して くらしていました。そして、食
た

べられる 草
くさ

木
き

が たくさん あり、

水
みず

も ある 場
ば

所
しょ

が 見
み

つかると、その 水
みず

が かわききって 食
た

べ物
もの

が 

なくなるまでは、そこに とどまりました。

　トロンゴは、毎
まい

日
にち

 すくすくと 大
おお

きくなりました。まだ 生
う

まれた

ばかりの 時
とき

は、立
た

ち上
あ

がって 歩
ある

く ことを 学
まな

ばなければ なりませ

んでした。今
いま

は、自
じ

分
ぶん

の 鼻
はな

を 使
つか

って、いろいろと おもしろい こと

を 学
まな

んでいる ところです。重
おも

い 物
もの

を 持
も

ち上
あ

げたり、水
みず

を 飲
の

ん

だり 食
た

べ物
もの

を 食
た

べる ことは もちろんのこと、暑
あつ

い 時
とき

には 自
じ

分
ぶん

に 

水
みず

を かけたりなど、ゾウの くらしに 必
ひつ

要
よう

な あらゆる ことです。



　トロンゴは、友
とも

だちの カバ、リンゴと おしゃべりしながら、水
みず

たまりで 水
みず

浴
あ

びを するのが 大
だい

好
す

きでした。毎
まい

日
にち

 暑
あつ

いので、水
みず

の 中
なか

で すずむのは いつでも 気
き

持
も

ちの 良
よ

い ものです。けれども、

１日
にち

中
じゅう

 水
みず

の 中
なか

に いるという わけにも いきません。良
よ

い ゾウ

に なるのに 必
ひつ

要
よう

な ことを すべて 身
み

に 付
つ

けるため、一
いっ

生
しょう

けん命
めい

 

勉
べん

強
きょう

しなければ ならなかったからです。

　トロンゴは たくましい ゾウに 成
せい

長
ちょう

しましたが、自
じ

信
しん

満
まん

々
まん

で 

えらそうに ふるまうことも ありました。何
なん

でも 自
じ

分
ぶん

だけで でき

るし、ほかの ゾウの 助
たす

けなど 全
まった

く いらないと 思
おも

うように なった

のです。たいていの ことは 自
じ

分
ぶん

で ちゃんと できるように なった

のは 確
たし

かですが、ある日
ひ

 トロンゴは、いっしょに やるほうが い

い ことも ある、という ことを 学
まな

びました。



　「おはよう、トロンゴ。」　母
かあ

さんゾウの カラーナが 言
い

いました。

「夕
ゆう

べは よく 眠
ねむ

れた？」　「うん、眠
ねむ

れたよ。」と トロンゴ。

　「今
きょう

日は、お友
とも

だちの マタリの 仕
し

事
ごと

を 手
て

伝
つだ

ってあげては どう

かしら？」と、母
かあ

さんゾウが たずねました。マタリも、トロンゴの 

群
む

れの 若
わか

い ゾウです。トロンゴと マタリは、あまり 仲
なか

が よく あ

りませんでした。２頭
とう

は いつも、おたがいよりも 良
よ

くやろうと 張
は

り合
あ

っていました。そして、群
む

れじゅうの ゾウに、自
じ

分
ぶん

の ほうが 

強
つよ

くて 賢
かしこ

い ゾウだと 認
みと

めてもらいたがっていたのです。

　「なんで、自
じ

分
ぶん

の 仕
し

事
ごと

を 一
ひとり

人で できないんだい？」　トロンゴ

が ぶつぶつ 言
い

いました。



　「ふつうは 一
ひとり

人で やるわよ。でもね、今
きょう

日は マタリの お母
かあ

さ
んから、子

こ

ゾウたちが 食
た

べれるように、大
おお

きな 枝
えだ

を 下
お

ろすのを 
手
て

伝
つだ

ってもらえないかと お願
ねが

いされたの。大
おお

きな 仕
し

事
ごと

だし、運
はこ

ぶ
のも、重

おも

くて 大
たい

変
へん

だわ。それで、あなたたち ２頭
とう

が いっしょに や
れば、仕

し

事
ごと

が 半
はん

分
ぶん

の 時
じ

間
かん

で 終
お

わって いいなと 母
かあ

さんたちは 
思
おも

ったのよ。」　母
かあ

さんゾウの カラーナが 説
せつ

明
めい

しました。
　「う～ん、わかったよ。手

て

伝
つだ

わなくちゃ いけないなら、手
て

伝
つだ

う
よ。だけど、その 前

まえ

に まず、水
みず

たまりに 行
い

って、友
とも

だちの リンゴ
と ひと泳

およ

ぎさせて。」　いら立
だ

ちまじりの 声
こえ

で トロンゴは 答
こた

え

ました。そして、水
みず

たまりの 方
ほう

へ 急
いそ

いで 向
む

かいながら、「じゃあ 

母
かあ

さん、後
あと

でね。」と 言
い

いました。
　水

みず

たまりに 着
つ

くと、リンゴは どこにも 見
み

当
あ

たりません。

（いったい、リンゴは どうしたんだろう？）　トロンゴは あれこ
れと 思

おも

いめぐらしました。（いつも 朝
あさ

には ここに いるのになあ。
今
いま

まで ここに いなかった ことなんて、ないぞ。きっと、ケガでも 
しているのに ちがいない。リンゴを さがし出

だ

して、何
なに

か してあ
げられる ことが ないか、見

み

てこなくっちゃ。）



　（もしかしたら、マタリが リンゴを 見
み

かけたかも。マタリは、
ぼくが 行

い

ったことも ないような 場
ば

所
しょ

を あちこちと 探
たん

検
けん

してい
るから、もしかしたら、いっしょに リンゴを さがしに 来

き

てくれる
かも。）
　トロンゴは、すぐさま 群

む

れに もどって マタリを 見
み

つけると、
緊
きん

急
きゅう

事
じ

態
たい

が 起
お

きた ことを 話
はな

しました。そして、いっしょに リン
ゴを さがしに 行

い

く 時
じ

間
かん

が あるか どうか、聞
き

きました。マタリは、

「喜
よろこ

んで 手
て

伝
つだ

うよ。」と 言
い

ってくれました。「遠
とお

くには 行
い

ってい
ないはずだよ。だって、リンゴは 遠

とお

くに 行
い

った ことは １度
ど

も な
いもの。今

いま

すぐ、行
こう

動
どう

開
かい

始
し

だ。君
きみ

は あっちの 方
ほう

から さがして。
ぼくは こっちの 方

ほう

から さがすから。そしたら、どこか 中
ちゅう

間
かん

地
ち

点
てん

で 会
あ

えるよ。もし 君
きみ

が とちゅうで リンゴが ケガを しているの
を 見

み

つけたら、そこに いてね。そのうち ぼくも そこを 通
とお

るから。 
もし ぼくが 先

さき

に 見
み

つけたら、同
おな

じように するからね。」



　２頭
とう

の 若
わか

い ゾウは、リンゴを 見
み

つけるための 調
ちょう

査
さ

に 乗
の

り出
だ

しました。まもなく、トロンゴは あわれな カバを 見
み

つけました。リ
ンゴは、密

みつ

りょう者
しゃ

の ワナに かかって、動
うご

けないで いたのです。
リンゴは、見

み

るにも かわいそうな 様
よう

子
す

でした。トロンゴは、とても 
気
き

の毒
どく

に 思
おも

いました。そして、できる ことが ないか、考
かんが

えました。
　「一

いっ

体
たい

、いつから ここに いるんだい、リンゴ？」　トロンゴが 
聞
き

きました。

　「夕
ゆう

べは のどかな 気
き

分
ぶん

で ぶらぶらと 食
た

べ物
もの

を さがし回
まわ

って
いたら、急

きゅう

に この ワナに はまっちゃったんだ。もう 何
なん

時
じ

間
かん

にも 
なるんだけど、どうしたら いいか わからなくって。おなかも すい
たし、暑

あつ

いし、のども かわいちゃったよ。もう 前
まえ

みたいには 若
わか

く
ないからなあ。この 下

した

から ぬけ出
で

たくって しょうがないんだ。ね
え、トロンゴ、助

たす

けてくれないかな？」



　トロンゴは、ワナを 仕
し

かけてある 丸
まる

太
た

の １
いっ

本
ぽん

に 自
じ

分
ぶん

の 鼻
はな

を 

ぐるりと 巻
ま

き付
つ

けて、力
ちから

いっぱい 引
ひ

っ張
ぱ

りました。丸
まる

太
た

は 少
すこ

し 

動
うご

いただけで、どけるためには 力
ちから

が 足
た

りません。

　（自
じ

分
ぶん

だけで 何
なん

でも できると 考
かんが

えるなんて、ぼくは 浅
あさ

はか

だったなあ。ぼくたちが おたがいを 必
ひつ

要
よう

と する 時
とき

も あるんだって 

ことが 分
わ

かったよ。ぼくたち ゾウが、いっしょに やらなくちゃい

けない ことも あるんだね。ぼく、だれの 助
たす

けも いらないとか、

ほかの ゾウも ぼくの 助
たす

けが いらないはずだなんて 考
かんが

えたりし

て、うぬぼれてたなあ。でも、今
いま

は 自
じ

分
ぶん

だけじゃ 何
なに

も できない。

早
はや

く マタリが 来
こ

ないかなあ。そしたら、いっしょに この 重
おも

い 丸
まる

太
た

を 動
うご

かせるかも しれない。）

　そう 思
おも

いながら 頭
あたま

を 上
あ

げると、うれしい ことに、マタリが こ

ちらへ やって来
く

るでは ありませんか。またたく間
ま

に、マタリは ト

ロンゴの となりに 着
つ

き、２頭
とう

で いっしょに、せいいっぱい 力
ちから

を 

こめて、丸
まる

太
た

を 動
うご

かしたのです。そして、リンゴは 自
じ

由
ゆう

に なりま

した。



　「ありがとう！」　リンゴは 声
こえ

を 上
あ

げました。「君
きみ

たちみたい
に いい 友

とも

だちが いて、ぼくは 本
ほん

当
とう

に 感
かん

謝
しゃ

の 気
き

持
も

ちで いっぱ
いだよ。ぼくを さがしに 来

き

てくれて、そして、いっしょに ぼくの 
ことを 助

たす

けてくれて、本
ほん

当
とう

に ありがとう！」
　リンゴは その後

ご

、何
なん

日
にち

も 休
やす

まなければ なりませんでした。
１
いっ

本
ぽん

の 足
あし

に ケガを していて、それが 治
なお

るのに 時
じ

間
かん

が かかった
からです。その間

あいだ

、仲
なか

良
よ

しに なった 2頭
とう

の ゾウ、マタリと トロ

ンゴは、ずっと リンゴの そばに 付
つ

いていました。食
た

べ物
もの

を 運
はこ

んできたり、鼻
はな

いっぱいに 水
みず

を くんできて リンゴに かけてあ
げたりも したのです。２頭

とう

は その日
ひ

、大
たい

切
せつ

な 教
きょう

訓
くん

を 学
まな

びまし
た。いっしょに 働

はたら

くなら、ずっと たくさんの ことが できるとい
う ことです。それに、２頭

とう

は 何
なに

よりも 大
おお

きな 発
はっ

見
けん

を しました。
おたがい同

どう

士
し

が 必
ひつ

要
よう

だという ことをです。
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